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談.話.室.

グ ル ノ ー ブ ル 滞 在 記

教養部 高 .橋 実(豊 中2746)

私はフランスの グル ノーブルにあるCNRSの 研 究員 と して二年間滞在 し,十 月末に帰 国しま.した。

グルノーブルは.アルプスの入口に あり,イ タ リア,ス イスもそれほど遠 くあ りません。先の冬季オ リン

ピックで有名なので,冬 は雪に閉され る所か と思 って出かけましたが,戦 後は都市型 気候にな り,ひ と

冬にだいたい三 日しか雪 が降 らないそ うで,私 の過 したふ た冬 も,そ れぞれ正確に三 日だけ雪が降 り'ま

した。 スキーは海抜200mの グルノーブルのまわ.りを囲んでいる3,000m級 の アルプスの山Rで し,ま

す。本当に.天気の よい 日はたいして多 くあ りませ んで したが,だ まに晴れ上ると.雪をいただいた連 山が

す ぐそばにそびえ,あ ま りの雄大 さに少 しも現実感がわ きませんでした。

グルノー・ブルにも古い歴史 があります。 町の北め境 をな している400mほ どの山の頂上か ら山腹に

かけて,ロ ーマ時代の要塞が残 って齢 り,少 しも風化 しているよ うには見えず,二 千年 も.たっているな

どとはとて も考え られません でした。 旧市街 は,れ んが色の屋根 とすすけた石造 りの五,六 階建ての家

がびっしりと並び,占 い ものでは十R9世 紀kも 逆のぼ るそ うです。 また グルノーブル大学 も消長はあっ

た ものの・十三世紀か ら続いているそ うT'す 。 言語学者の シャンポ リオンも.ここで教授 をしていま した。

彼が グルノー ブル高校生だった頃,数 学者 フー リエは ここ一帯の県知事 をして齢 り,.大 いに彼の才能 を

みこんで励ま したそ うです。 その他,小 説家 スタンダールがこの町で1音 楽家ペル リオー ツがこの.町の

近 くで生まれています。.グ ルノー ブルはアル プスの中心とはいえ,山 ばか りで農業がふるわず,昔 は大

変貧 しく,フ ランス語 に「人 をほ うほ うのていで逃げ帰 らす 」とい う意味 の 「グルノーブル風に もてな

す 」とい う言いまわしが残 っている くらいです。 しか しアルプスを背景 とする水力発電が始 ってか らは

工業 の中心地 とな り,今 では町を流れるイゼール川がす っか り汚染 されてい'ます。 近年 にな って大学や

研究所 も移転,増 設され,三 万人 の学生,三 千人の研究者をは じあとして,近 郊 も倉 め人 ロ約四十万人

を数 え,フ ランスの都会の 中では戦後の人口増加率が一番大 きいそ うです�

グルノ.一ブルには,原 子力研究所にあた るCENG,私 の 所属 していたCNRS,大 きな 中性子炉の

あるILLが ひ とつの研 究所群 にな って います。他の研究所 もた くさんあるよ うですが,多 す ぎて私は

今だによ く知 りません。 その群 の中ではCENGが 一 番巨大で,研 究所 の敷地の半分 くらいを占めてti

ます。 ここに警戒 がかな り厳 重で,特 別 に面倒な手続 きをして許 可証 を作って もらわない と入れず,門

番は ピス トルを腰 にさげてい'ます。

CNRSは 王 に物性物理に関す る研究所が集ま ってお り,磁 性,低 温,相 転移,X線,静 電気といっ
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た研究 をしています。 ここでは反強磁 性の研究で有名なL・ ネ・一ル氏が1976年 ま で所長をしていま

した。 彼はP.ワ イスの弟子で,ド イツとの国境に近い ス トラスブールにいましたが,第 二次大戦が始

ま ったので,グ ル ノーブル大学 に移 り,そ れ以来ず っとここで研究活動をして来たそ うです。 また ここ

のCNRSに は ドイツとの合併の国立高磁場研究所(SNCI)が あ り,20万 ガ ウスほ どの強磁場 を

発生する装置 をは じめ,超 低温,超 高圧を発生させる装置 もあ ります。一方,ILLは 独,仏 の共同研

究所で,私 が訪ねた時は ミュンヘ ンか らメスバ ウアー氏 を一年間だけ所長に迎えているとい うことでし

た。 ここの理論にはP,ノ ジエルがいて週一 回,理 論 のセ ミナーを開いて いましたが,.参 加者はCEN

GやCNRSか ら も集ま り,常 に大盛況 でした。

この研究所群は,古 い ヨーロッパの大学の伝統のよ うな ものを捨てて,大 学か ら離れた所に,よ り広

大 な敷地で 巨大科学的な 中性子炉 や,・強力な電磁石を中心 にして大勢 の科学老が働 く研究 センター を作

ることを 目ざしていると言えま しょう。 実際に私の滞在 中も,研 究所の建物は増築につ ぐ増築で,研 究

者の方 も,あ ちこちの大学 から引越 して来 ていま した。 またここの研究者の多 くは車で二十分ほど離れ

たグルノーブル大学の授業 も受け持って澄 り,大 学教育'の レベルの確保に役立 ってい るよ うで し属 現

にグル ノーブル大学 は地方国立大学ですが,自 然科学 では名門とい うことです。 この ようにしてグルノ

ーブルでは研究と教育がかな りの成果 をみているといえま しよ う
。
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